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豊かな心の育成 健やかな体の育成

重
点
目
標
【

Ｐ
】

○道徳・人権教育の充実
○いじめの未然防止、早期発
見
○学年の枠を超えた縦割り活
動による体験活動や特別活動
の実施

○体育的行事の充実
○体力向上
○規則正しい生活の励行

取
組
の
状
況
【

Ｄ
】

○道徳の時間の授業を学校行
事等と関連付けて実践した。
○いじめアンケートを実施す
るとともに、児童の様子を
しっかり観察し、いじめ未然
防止、早期発見に努めた。
○情報モラル教育講演会を実
施し、高学年及全学年の保護
者に、情報モラルの大切さを
訴えた。

○運動会、マラソン大会、縄
跳び大会等体育的行事の実施
及びそれに関連させた授業を
行った。
○生活習慣調査（ドラドラ貯
金）を実施し、課題ある児
童、保護者への改善に向けた
助言を行った。

取
組
の
成
果
と
課
題

（

評
価
結
果
【

Ｃ
】
）

○低学年１００％、中高学年
９４．３％の児童が、命の大
切さや社会の決まりについて
教えてもらっていると実感し
ている。
○低学年９０．４％、高学年
１００％の児童が友達と仲良
くしていると回答。友人関係
も概ね好ましい状況を築いて
いる。

○マラソン大会等、多くの児
童が積極的に参加し、体力向
上に努めた。
○生活習慣調査でほぼ１０
０％の児童が朝食を食べてい
ると回答。

次
年
度
に
向
け
て
の

改
善
方
法
【

Ａ
】

○道徳教育の充実を図る。
（特に道徳の時間の授業の質
的向上)
○縦割り活動の充実を図る。

○握力など、児童の課題ある
体力の向上を図る。
○早寝・早起き・朝ごはんを
更に推進する。

3 その他の課題

○更なる児童の学力の向上を
目指す。（わかりやすい授業
の実践、補充学習の充実）
○図書の整備を行う。

○学校運営協議会を更に充実
させる。
○地域に密着した文化、芸
術、スポーツへの児童の積極
的な参加を促す。

教育目標 人間性豊かでたくましい子

人間性豊かで、たくましい子
　 み・・・未来にはばたくたくましい子ども
　　な・・・何事も真剣にやりとげる子ども
　　と・・・友達を大切にする子ども

本年度の取組についての評価

確かな学力の向上 地域とともにある学校

○学力の基礎・基本の定着
○コミュニケーション能力の
育成
①話し合い活動や発表する活
動を取り入れる。
②読み聞かせ、家庭読書の充
実を図る。
③補充学習を実施する。

○学校、家庭・地域との連
携・協力の維持
①各種便り、HP等を通して、
積極的に学校の情報を発信す
るとともに、授業や行事等を
積極的に公開する。
②授業のゲストティー
チャー、読み聞かせボラン
ティア、クラブ講師等の人材
や、地域の自然・文化を積極
的に活用する。

○ほぼ全員の教員が研究授業
を実施し、活発な研究協議を
行った。
○うちどくコーナーを充実さ
せ読書カード等を活用し、読
書を促した。
○週２回の放課後の補充学習
を実施した。

○保護者や地域から協力・支
援をいただき、様々な行事を
実施・成功させた。
○ゲストティーチャーによる
湊太鼓、生姜づくり、環境問
題、地域の歴史学習など、多
様な学習活動を取り入れた。

○算数科を中心に、教員の授
業力が向上しつつある（アン
ケートで、低学年８７．
１％、中高学年７８．８％の
児童が毎日の勉強がわかると
回答）。
○県学習状況調査の正答率
が、昨年度より大幅にアップ
した。
○児童は本をよく借りてい
る。

○見守り隊の方々が児童の登
下校を見守ってくださってい
る。
○様々な児童に対する相談活
動でS.カウンセラーや関係機
関等を活用できた。
○地域の様々なスポーツや文
化行事等を広報・啓発した。
特に今年度は、雅楽の演奏会
を保護者・地域の方にも参加
を促した。
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